
第９回／「つくるⅠ（キャリア形成Ⅰ）」（12 月 17 日）報告 

－「乗り心地をつくる」－ 

 

 第 9回目の 12月 17日は、KYB 株式会社（2015 年 10月にカヤバ工業株式会社から商号変更）技

術本部基盤技術研究所要素技術研究室主幹研究員 矢加部新司氏（1993年機械工学科卒業）が、

「乗り心地をつくる」というテーマで講義を行いました。 

 以下に講義の概要を紹介します。 

 

 矢加部新司講師 

●油圧の特徴 

 油圧は、小さな力で大きなパワーを生み出す「縁の下の力持ち」といわれます。 

 その長所は、 

・小型でありながら、大きな力が簡単に得られる（高出力密度） 

・速度と力を広い範囲で無段階で変えられる（制御性が良い） 

・過負荷に対して安全装置を設けるのが簡単（安全性が高い） 

・入力に対する出力の応答が速い（応答性が良い） 

 また、短所としては、 

・配管の連結部分などの油もれに配慮しなければならない 

・温度変化により油の粘度が変わり、性能が変化する 

・火災の危険がある 

・騒音が大きい 



・ゴミに対する考慮が必要である 

などが指摘されました。 

 

 小さな力を大きな力に変えることはパスカルの原理に基づいています。油圧ジャッキを例に力のつり

合いを説明されました。 

 

 また、オイルダンパなどの油圧機器の特性を決めるために使われる式、オリフィスの式についても説

明されました。 



 

 

●「乗り心地」を演出するオイルダンパ 

 乗り心地は人によって好みが違います。また、多勢の乗客を想定する鉄道車両と、様々な車種によっ

て嗜好の異なる自動車では求められる乗り心地が違います。 

 様々な「乗り心地」を乗り手の好みで選択するためには、減衰力の特性をチューニングできるオイル

ダンパ（ショックアブソーバ）が重要な役割を担っています。 

 



 減衰力とは、バネに力が加わるとその反発力が生じますが、その反発力を弱める（ブレーキをかける）

力です。オイルダンパ（ショックアブソーバ）の減衰力によりバネの反発力を和らげて、乗り心地を快適

に保つことができます。 

 

●鉄道車両の「乗り心地」 

 鉄道では、車輪、台車、車体の動きを抑制するためにオイルダンパが装着されています。  

 



 新幹線のように車両の高速走行が行われると、車体の左右の振動が増加してきます。その振動を制

御する方法に、セミアクティブ制御やフルアクティブ制御がありますが、安全面やコスト面から多くの新

幹線ではセミアクティブシステムが採用されています。 

 

 

●自動車の「乗り心地」 

 自動車のサスペンションで上下動を抑制するのはスプリングとショックアブソーバ（SA）です。路面の

凹凸による衝撃をスプリングで吸収し、その振動エネルギーを減衰し快適な乗り心地を実現するのが 

SAです。 



 

 SAは乗り心地だけではなく、ブレーキ性能の向上やスムーズなコーナーリングにも役立っています。

快適性と安全性を向上させる働きをしています。 

 SAは構造の違いで単筒式と複筒式があります。自動車の車種により使い分けれています。 

 

●その他の油圧機器紹介 

 鉄道車両や自動車の乗り心地を快適に保つためのオイルダンパ（ショックアブソーバ）以外にも様々

な分野で油圧製品が使われています。 

 二輪車の乗り心地と走行安定性を提供する二輪車用ショックアブソーバや、自動車のパワーステアリ

ングが紹介されました。 



 

 パワーショベルなどの建設機械にも多くの油圧機器が使われています。また航空機やコンクリートミ

キサー車などの特殊車両における油圧機器の使用例が紹介されました。 

 さらに建物を揺れから守る免制震装置にもオイルダンパが使われています。 

 



 

 



 

 

●講師経験談 

 最後に矢加部講師の社会人としての経験が語られました。 

 そして、これらの経験から後輩に常に伝えていることとして、以下の４つのポイントを強調し、講義を

締めくくりました。 

1 やることの目的（あるべき姿）を明確にし、目標をしっかり立てること 

2 他社に勝つには、独自技術の構築が必要 

3 技術者は皆対等であるから、常に自分の意見を持ち、発言すること 

4 自分のコア技術は２つ持て 



 

〔広報委員：西島 隆（1976電々卒）記〕 

  

  

 


